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産業建設常任委員会委員長報告 

             （平成２９年６月２６日） 

産業建設常任委員会に付託されました議案について、審査の経過概要

とその結果を報告いたします。 

まず、第１号議案、平成 29年度亀岡市一般会計補正予算の本委員会 

所管分でありますが、その主な内容は、 

・総務費では、地域の主要な幹線道路において、夜間の安全・安心を 

確保するためＬＥＤ防犯灯を設置する経費の増額補正。 

・農林水産業費では、亀岡産京野菜の海外プロモーションに係る 

農業事務経費の増額補正。 

・商工費では、豊かな森林資源を生かした歴史・食・観光都市としての 

地域活性化を図るため事業を進めている「森のステーションかめおか」

のさらなる充実を図るため、薬
やく

草原
そうげん

を整備する経費の増額補正。 

・土木費では、亀岡まるごとガーデン・ミュージアムの実現を進める中、

幹線道路沿いのスペース等を活用したウエルカムガーデン及び 

ウエルカムロードの整備経費、また、国の交付金額の確定による 

高水敷公園整備事業費の増額補正であります。 

採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

なお、亀岡まるごとガーデン・ミュージアム事業に関わり、今後の 

植栽の維持管理計画を早期に検討するよう指摘要望するものです。 
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次に、第５号議案、地区計画区域内における建築物の制限に関する 

条例の一部改正については、建築基準法の規定に基づき、適正な都市 

機能と健全な都市環境を確保するため、亀岡駅北地区 地区整備計画区域

内における建築物の制限に関し、必要な事項を定めるものであります。

採決に先立ち、駅北の開発が進んでいるが、高さ制限もなく、街並みや

景観の面から問題があるとの反対討論がありました。 

採決の結果は、多数をもって原案可決すべきものと決定しました。 

次に、第６号議案、地域公共交通会議条例の制定については、地域 

住民の生活に必要なバス等の旅客運送の確保 その他 旅客の利便の増進

を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項等に 

ついて協議するため、市長の附属機関として会議を設置し、必要な事項

を定めるものであり、別段異論なく、全員をもって原案可決すべきもの

と決定しました。 

次に、第７号議案、上下水道事業経営審議会条例の一部改正について

は、審議会の調査及び審議の対象とする事業に、 

地域下水道事業を加え、委員を１５人以内とすること等の改正を行うも

のであり、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しま

した。 

なお、上下水道事業経営審議会委員の選任にあたり、安定した経営を

推進するため、専門的知識を有する人材の登用をさらに進めるよう指摘

要望するものです。 

 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 
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